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議題（１） 開館後の状況について 

１．入館者数（開館日数） 

 

月 開館日数 入館者数 １日平均 備考 

３月 ８日間 ９，８２３人 １，２２７人 開会式、桜まつり 

４月 ２６日間 １３，４２１人 ５１６人 桜まつり 

５月 ２７日間 ９，２２７人 ３４１人 水野勝成展終了（～5/19） 

６月 ２６日間 ３，８２７人 １４７人  

７月 ２６日間 ３，６６７人 １４１人 はこぶものたち展開始（7/23～） 

８月 ２７日間 ４，４９９人 １６７人 夜間開館（8/2） 

９月 ２５日間 ３，１４０人 １２６人 はこぶものたち展終了（～9/1） 

中条遺跡展開始（9/7～） 

合計 １６５日間 ４７，６０４人 ２８９人  

 

４月 ２日（開館９日目）  １万人達成 

４月１８日（開館２３日目） ２万人達成 

５月１９日（開館５１日目） ３万人達成 

８月 １日（開館１１４日目）４万人達成 

１０月６日（開館１７１日目）５万人達成 

 

２．企画展開催事業 

年に４回企画展を開催し、刈谷やその周辺の地域の歴史に関して学ぶ機会や、遠方の歴史資料

を借用公開することでさまざまな歴史資料に触れる機会を市民に提供。 

⑴ はこぶものたち－運搬事始メ－ 

 ア 会期 令和元年７月２３日（火）～９月１日（日） ３６日間 

      ※８月２日（金）夜間開館（～午後８時３０分）  

 イ 観覧料 無料  

 ウ 入場者数 ４，５０３人（１日平均 約１２５人） 

 エ 印刷物  

 Ｂ２ポスター         ５００枚 

 Ａ４チラシ       ２０，０００枚 

 解説パンフレット（Ａ４） ３，０００枚 
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オ 開催イベント 

 名称 日時 内容 

展
示
解
説 

「はこぶものたち」

ギャラリートーク１ 

７月２７日（土） 

午後１時３０分～ 

講師：永井（当館学芸員） 

聴講１３名 

「はこぶものたち」

ギャラリートーク２ 

８月２５日（日） 

午後１時３０分～ 

講師：山下（当館学芸員）  

聴講１５名 

イ
ベ
ン
ト 

クイズイベント 

「レキハクイズ」 

会期中の土日祝 

（計１３日間） 

参加５０９名 

大人の金夜講座 

「超初級くずし字を

読む講座」 

８月２日（金） 

午後７時００分～ 

講師：永井・山下（当館学芸員） 

聴講計１６名 

ミニＳＬに乗ろう！ ８月１０日（土） 

 ・１１日（日） 

参加２日間計５８１名 

協力：刈谷 D51777 愛好会 

のりもののおもちゃ

で遊ぼう！ 

８月１０日（土） 

 ・１１日（日） 

プラレールおよびプレイスペース設置 

協力：JR 岡崎駅 

ふろしき講習会 ８月３１日（土） 

午前１０時～／ 

午後 ２時～ 

講師：久保村正髙氏 

（日本風呂敷協会事務局長） 

参加２回計３１名 

 

３．市史資料整理活用事業 

文化財・博物館活動のもととなる文書史料や歴史資料の調査・収集・整理・保存を実施。具体

的には、市内外に存在する資料の調査や、寄贈資料・収集未整理資料の目録作成、収蔵品検品（収

蔵品の保存状況把握）等。 

 例）太田宗一郎氏の蔵調査 

   酒井庸行氏の蔵書調査 

 

４．来館者アンケートの実施 

(1) 来館者に向けてアンケートを実施。 

期間（令和元年６月１日～令和元年９月３０日） 

詳細別紙１参照。 

  ア 年齢層 

    ５０代～７０代で６割を占める。４～６月と比べて、高齢者の割合が増えている。 

イ 居住地 

「市内」が約半分、「愛知県内」が約４０％で、来館者の約９割が「愛知県内」である。

県外では、三重県や関東地方（東京都、神奈川県、千葉県）、大阪府が多かった。 
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  ウ 同行者 

    「一人」と「家族」が約４０％であった。 

  エ 来観回数 

    「初めて」が約半数であるが、「２～４回」も４０％近くおり、リピーターが増えてきて

いる。 

オ 来館目的 

   「企画展示」が約３０％、「常設展示」が約２０％を占め、「講演会・講座」が約１０％

いた。 

カ 情報取得元 

   「市民だより」や「ポスター・チラシ」が約３０％を占めた。４～６月と比べて、「知人

から」の数が増えており、一定の口コミ効果があったものと考えられる。 

キ 興味をひかれたコーナー 

   「企画展示室」が約４０％、「歴史ひろば」が約３０％、「お祭りひろば」が約２０％を

占め、ある程度企画展を評価していただいている。 

ク 展示内容・方法の評価 

   「とてもよい」と「よい」を合わせて約８０％あった。 

(2) 交通手段アンケート 

  刈谷市内と刈谷市外に分け、それぞれどのような手段で来館したかについて、アンケート

を行った。 

   

 

 

 

 

 

 

 

市内・市外ともに車での来館者が圧倒的に多い。その他の中に電車が含まれていると考え

られるが、バスや電車等の公共交通機関の利用者は市内・市外ともに５％にも満たない。 

 

５．関連グッズ売上 

 当館開催の展覧会図録や刈谷市史、ＤＶＤ刈谷偉人伝、発掘成果報告書、歴史関連カプセルト

イ等を販売し、調査・研究成果を広く普及・啓発。 

売上等詳細は別紙２参照。 

 

 

 刈谷市内（２９３人） 刈谷市外（２１７人） 

車 ２２５人（７７％） １９３人（８９％） 

徒歩 ３３人（１１％） １３人（６％） 

自転車 ２５人（９％） １人（１％） 

バス ７人（２％） ３人（１％） 

その他 ３人（１％） ７人（３％） 
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６．啓発関連 

 (1) 歴史博物館ホームページ 

   展示やイベント、利用案内、交通アクセス等の情報を掲載。 

   閲覧者数：３７，００３人（９月末現在） 

 (2) 市民だより 

   企画展や関連するイベント、歴史体験講座の案内等を随時掲載。 

   連載ものとして、歴史散歩（収蔵品を紹介、毎月１日号）。 

 (3) れきはくかわら版 

   主にイベントの周知のために発行。イベントの内容や定員、応募締切等掲載。 

企画展に合わせて発行。３か月に１回程度。 

 (4) 博物館ニュース 

   企画展の案内や企画展に関する小論等を掲載。 

１０月末に創刊号発刊。年３回発行予定。 

    

７．参加・体験型歴史文化教育普及事業 

郷土の歴史文化に対する誇りと愛着を育むため、市民が歴史文化について学ぶ機会を創出。 

(1) 歴史文化体験講座の開催 

毎月第４日曜日に開催。 

   ７月 紙漉き体験  ２７人（午前の部 １５人 / 午後の部 １２人） 

   ８月 風鈴づくり  ４７人 

   ９月 ミニ埴輪づくり ７人 

(2) 簡単工作づくりの開催（土日祝） 

うちわづくり（１回１００円） 

ペーパークラフト（無料） 

 (3) ミュージアムシアターの上映 

毎日、講座室にて、刈谷に関係のある人物や事柄についての映像を放映。 

  例）小堤西池のカキツバタ、中条遺跡発掘の様子 

 (4) 出前講座 

  教育委員会生涯学習課を通して依頼。学芸員が刈谷の歴史のテーマに沿って、依頼元で講

座を行う。 

  実績 １件（刈谷ふるさとガイドボランティアの会） 
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８．その他 

(1) 教員研修受入 

  教員の１０年目研修として、教員３名受入（７月、８月に各２日間）。 

(2) インターンシップ受入 

  愛知教育大学３年生２名受入（１０月に５日間）。 

 (3) 団体見学・視察受入 

 

(4) 刈谷城盛上げ隊の出演 

  月１回、歴史博物館入口で演舞を行い、その後館内でグリーティングを行った。 

(5) 刈谷高校２年生との連携 

  歴史博物館や刈谷の歴史の魅力発信のため、漫画等作成。インスタグラム開設。 

(6) 市内中学校１年生歴史博物館見学の感想（５～６月実施済み） 

  別紙３のとおり。 

(7) 常設展展示替え 

  ６月、９月に行った。 

  ホームページ等で周知。 

行政、議会 岡崎市議会、奈良県安堵町長、幸田町長、安城市議会、長野県根羽村長、

刈谷市議会、オリンピック組織委員会 

自治会、付属機関 半田市向山公民館、福井県大野市民生委員、婦人会連絡協議会、岐阜県

海津市歴史民俗協議会 

教育 碧南市立新川小学校、刈谷市教員初任者研修、碧南市社会科教員研修、

豊田市教員研修、博学連携情報交換会、安城あおぞら教室、刈谷北高校

オーストラリアカレッジ 

企業 株式会社豊田自動織機 OB 会織豊会 

その他 中国蘭州少年野球（石田記念財団関係） 


